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段階評価 4 しっかりできている。よくあてはまる。そう思う。

3 どちらかといえばできている。おおむねあてはまる。少しそう思う
2 どちらかといえばできていない。あてはまらない。あまり思わない。
1 ほとんどできていない。全く当てはまらない。思わない。

項 ll 評価指標 学校の自己評価結果コメントと改善 自己評価 外部評価 学校運営協議委員のコメント

教

育

目

標

○ 学校の教育目標「豊
かな心と自ら学ぶ意欲

をもち、積極的にねば

り強くがんばる児童の

育成」の具現化に努め

る。

○ 学校の教育目標及び経営ビジョ
ンの具現化に向けて、学年・学級

が具体的目標を立案し、確実に実

践化に向けた取組を行うことがで

きた。これまでに、計画的に評価

を実施し、改善を図ってきている。

また保護者の理解・協力も得るこ

とができた。

※ 全職員共通理解のもと、共通実
践事項の徹底を図る必要がある。

3. 3 3. 3

○ これからも全職員で徹底
した指導を行っていく。

学

力
の

向
L

○ 基礎的・基本的事項
を定着させるとともに

分かる喜びや考える楽

しさを実感できる授業

を実践する。

○ 学習内容の定着状況
メントサイクルを確立
する。

○ 家庭との連携による
家庭学習習慣の定着を

図る。

〇 年間指導計画に沿って確実に授
業を行うことができた。学年を中

心に研究授業等を行い、指導方法
の工夫改善に向けた取組みを算数

科の主題研究と関連させながら実

施できた。

※ 個を生かす授業、個人差に対応
したきめ細かな授業の構築をして
いく。

O CRT学 力検査に向けての基礎
等の取組の充実を図った。

※ これからも、web単 元学習の
推進を図っていく。

○  「家庭学習の進め方」等の資料
を家庭に提供し、家庭学習の定着

を図ることができた。

※ 家庭の協力体制を充実させ、個
人差へ対応していく必要がある。
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3. 0

3.  0

3.  0

3. 0

3.  0

0 3つ の学校 (西小・西中・
明和小)でコミュニティスク
ールとして具体的に進めて
いくようにする。

○ 学校ポランティァの推進
を図る。

○ 少人数指導などの指導体
制があり、個に応 じた手立

てがとられていて素晴 らし

い 。

○ 宿題の量は学年によって
統一できるようにする。

○ 宿題等のがんばリン~ル
は児童の励みになる。
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〇 心に響く道徳教育の

充実による道徳的実

践力を向上させる。

○  「オアシスサ」 (お
はよう・ありがとう・

失礼します 。すみませ

ん・さようなら)を定
着させる。

○ 異学年交流活動の充
実により豊かな人間関

係を構築する。

○ 道徳の年間指導計画に基づいて
確実に授業を実践することができ

た。 1月 の参観日には、人権教育
に関する教材を取り上げ、保護者
とともに命の大切さを考えるよい

機会となった。

※ 来年度も全校一斉に人権教育や
生命尊重を基盤とした参観授業を

実施 し、児童の人権意識を高めて

いく。

○ 全校朝会での講話や生徒指導主
事、学級担任の指導及び朝の 「ぁ
いさつ運動」の実施により定着し
つつある・

※ 全校一斉にあいさつの励行に取
り組んだり、家庭との連携強化を

図ったりしてさらなる意識の高揚
を図る必要がある。

○ 集団登校や清掃、集会活動等の
多くの場で交流を図ることができ
た。更に、他校 (き りしま支援学
校や西岳小学校等)の児童との交
流活動も実施できた。また、縦割
り清掃により班長のリーダーシッ
プのもと異学の子ども達がお互い

のよさに気付き、協力することの

大切さについて学ぶことができた。

※ 他校との計画的な運営等に努め
ていく。
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3. 3

○ あいさつは大人からする
とあいさつをしてくれる。
保護者への啓発も行ってい
くとよい。率先垂範を行う。
○ 集団でのあいさつはでき
るが、個人でのあいさつは
まだできない児童もいる。
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○ 体育の時間におけ
る運動量の確保や運
動実践意欲を高める
環境整備によ り基礎
体力の向上を図る。

〇 体育実技講習等の研修により、
体育の指導法を工夫することがで
き、授業の充実を図ることができ
た。運動能カテス トの結果もよい

傾向が見られた。
※ 外遊びの奨励や親子での継続的
な体力づくりが必要である。

3.  3 3.  3

○ 持久走大会では、学校周
辺を走るので、駐車されて
いる車が危ない。
○ ポンイ トに各先生方が立
っているので、安全面に気
をつけて実施していく。

「生命の誕生」
話や、 1月 の
する参観授業

師さんの講話など、
立場からの話は、と
い取組であると思う。
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活動におけ
組が、学校
れるような

てが必要である。

O 具体的・実践的な安
全教育の実施によ り
危険予知・回避能力
を育成する。

○ 避難訓練の実施や安全に関する
問題行動等があった場合の適時指
導により、危険予知能力が高まり
つつある。
※ 避難訓練をもとに、自分の命を
自分で守るために自己判断力を育
成し、更に危険予知・回避能力を
身につけていく必要がある。

〇 児童に事前に知らせるの
ではなく、抜き打ち的な避
難訓練も必要ではないか。3. 0
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○ 見守りたいのユニフォー
ムを作って活動する。実動
部員と児童との対面を実施
し、取組を紹介していく。

○ 青パ トロール車もあるの
で、児童の安全を見守って

いく。
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で
情
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○ 度は、民
.の懇話会
委員も参
されてい

1換が深ま
い 。

そ
の
他

○ 読書の推進

○ 情報の共有

O PTA活 動や地域活
動への積極的な参加・

協力

○ 地域との連携の強化

○ 親子読書の推進や読書ビンゴ(読
書カー ド)の取組などにより、読
書意欲の向 しに繋がった。
※ めざす読書量を具体的に設定し、
意欲化を図っていく必要がある。
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〇 今年度は、「朝の登校見守りたい」
との対面式を行い、児童とのふれ

あいを通して、地域で見守ってい
く体制を作った。
※ 学校運営協議会を通して、来年
度も更に連携を強化していく。
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【総 評】

1 本年度の成果と課題
【教育目標・基礎学力の定着】                                     __ _
○ 学校の教育目標の具現化に向けて、研究主題を「確かな学力を身に付けた児童の育成」と設定し、_本年度 :ヽ算数■1こお
いて、習得・活用を意識した指導を通して児童の学力向上に取り組んできた。その成果としては、「しっかり教える」 |じ っ

くり考えさせる」ことを指導者がしっかり意識することが発間や板書等、指導法の工夫につながり、本時の学習内容を理解
させることにつながった。また、○付け法の実践や教職員間でノー ト指導を共通理解したことで、児童が意欲的に取組み、

発達段階に応じたノー トを書くことができた。ワークテス トについては、各学年とも目標値を達成している。

課題としては、自分の考えなどをきちんと発表し、児童の表現力や思考・判断力を高める手立てをとる必要がある。また、

算数読み声やデジタル教科書などを継続して活用し、職員の共通理解を図りながら徹底した取組を行いながら、実行性を高_
める必要がある。また、習ったことをきちんと習得させるために、ドリルやスキルの活用を図り、時間を確保しながら、繰り返
し取り組ませることが大切である。
【心豊かで思いやりのある児童の育成】
○ 生徒指導面では、下校時に友達の家や祖父の家などに寄り道していて、保護者や兄弟から帰宅していないとの連絡が入り、
職員による捜索等を行ったことが数件あった。どれも無事に帰宅できたが、不審者情報等も多い中)各学年とも再庫安全な登

下校について指導を行った。これからも命を大切にしていくためには、きちんと生活のきまりを守り、安全に下校すること

が何よりも大事であることに気付くように声かけや見守りを行っていきたい。
地域や保護者の方から、登下校中での挨拶の声が小さいという実態や学校内ではあいさつするが、校外では、あぃさつする

児童が少ないなどの声も開かれた。学校 では、廊下歩行のきまりが守れていない現状があり、今後も継続して指導を続け
ていく必要がある.不登校傾向にある児童は現在いないが、家庭の都合等で、朝遅れて登校する児童が数名いる。
○ さくら聴覚支援学校との一日・半日交流や西岳・吉之元小学校との交流学習等をとおして、思いやりの心の育成に努めてい
る。これからもお互いのよさに気づき、お互いが協力していくことの大切さについて体験をとおして育成していきたい。

【体力づくりに取り組む児童の育成】
○ 保健面では、保護者との連携を一層密にしながら、基本的生活習慣を定着させ、健康な体づくりに取り組むことが必要であ
る。むし歯治療率は、60・ 8%で、年度当初の目標を達成している。また、肥満傾向にある児童に対して、個別指導に取り組み、
食生活の改善など効果を上げている。
12月 ～ 3学期は、インフルエンザA・ Bの流行により、学年開鎖や学級閉鎖の対応となり、なわとび月間は設定したが、全 校
で取組むことが難しかった。
○ 体力つくりについては、新体カテストの結果において「シャトルラン」「長座体前屈」「上体起こし」「ソフトポール投げ」
はやや全国平均に近いが、「50メートル走」「握力」「反復横跳び」「立ち幅跳び」が全国平均より下回っている学年が多かった。
特に、低学年では、ほぼどの種目も達成されていない状況である。今後とも体力向上プランに基づいて、関連する運動に力を

入れていく必要がある。

【勤労体験活動の推進】

○ ボランティア活動は、 6学年を中心に行っているが、最高学年としての自覚を持ち、リーダ~ン ツプを発揮しながら、他の
学年へも波及させ全校的に取り組んでいく必要がある。

○ 学校運営協議会委員の御協力により、地域学習等で、地域の自然や人の活用が図られた。本年度の反省をもとに、更に組織的
・機能的な活動内容を検討し、地域で学ぶ活動をとおして、ふるさとを愛する児童の育成に努めたい。

○ 今後とも、青少年赤十字の活動として、ペットボトルのキャップ集めや歳末助け合い運動の一環として、ボランティア精神
の育成と国際理解に向けた取組を行っていく。

【ふるさと教育の推進】

○ ふるさと教育の推進において、地域の自然や人材に学ぶ 「地域学習」を行うことができた。特に、「総合的な学習の時間」
を活用して、 1年生は「縄ない」、2年生は「地域の方による読み聞かせと手遊び」 3年生は「地域のめいじんさんに学ぼう」
4年生は「防災士によるDIG」 「5年生は「田植え」や 「稲刈り」、 6年生においては、「防災ひろめ隊による防災教育」な
どを行った。今後とも地域の教育力 (ひと・もの・こと)を積極的に活用しながら、ふるさと教育の充実に努めたい。

【その他】
○ 夏季休業中に、民生委員、児童委員の方々、学校運営協議会の方々との情報交換会をもち、地域での児童の様子等を把握し、
貴重な話を伺うことができた。

協営運校学を成育の童児るまんが′ヽ強りぎねこ的極積ちもを欲意ぶ学ら自といヽな＾″豊るあで

点
標
善
目
改
育
の
教

度へ
柳
年
本
次
＞４ヽ

，
´

な
き
た

み
で
け

の
催
向

校
開
に

学
を
携

小
会
連

西
議
の

協ヽ
と

は
営
域

度
運
地

年
校
と

本
学
校

ヽ
の
学

で
同
´
・、

こ
へ
口
■
い・

そ
校
燿

。
三
ら

る
の
が

お
回
な

力

２

り

燿
鞘
測

る
、
用

す

０

１

築
灌
鋪

脅

力

「

ｄ
制
”

り
体

〓

酢
鋪
砕

テ
で
ル́

ス
刻

一

″
罰
一

Ｌ
中
援

．つ
西
支

Ｊ

・

文
』難硼
誠硼榊
粒学ヽ校酔

と
口
に

議
噺
頭

保
校
か

ヽ
三
れ

員

ヽ
こ

委
ず

。

議
ら
た
取組を組織的・計画的に行っていきたい。
② 本年度度は、算数科を中心に人権教育や特別支援教育など、ほぼ全職員が研究授業を行い、成果を確認するととも
に、課題の解消に向けた取組を行うことができた。次年度も更に継続していくとともに、道徳科に向けた研究を深め実
践していくなど教師の授業力の向上に向けた取組を行っていく。
③ 基礎学力の定着及び学力向上に向けては、CRT学力検査等の分析をしっかり行い、理解のよくなかった内容につ
いて手立てをしっかり講じて指導し学力の向上を図る必要がある。指導方法や指導体制の見直しを行い、習熟度別グ
ループ指導の徹底や個別指導などきめ細かな指導を実施していく。
④ 危機管理については、交通事故や不審者への対応をしっかり行い、保護者や地域の支援をいただきながら対応して
いく。また、インフルエンザや自然災害 (風水害 。地震・火事)、 不審者などへの対応も、組織的機能を十分に発揮
しながら児童の安全確保を最優先して取り組んでいく。
⑤ あいさつ運動の推進や清掃指導、廊下歩行等の基本的な生活習慣の徹底を全職員で共通実践していく。そして、教師
が一人一人の実態等を把握しながら児童理解に努め、よりよい学級経営や学校生活を築けるように取り組んでいく。
⑥ 新体カテストの結果をしっかり分析し、年間を通しての体力づくりの計画をしっかり立て、体力向上に向けた取組
を実践していく。また、積極的に家庭と連携しながら、親子でできる体力づくりを目指す。
⑦ むし歯治療率の向上などの具体的な健康課題解決のため、学校保健委員会の活用や家庭との連携などの手立てを講
ずる。また.生命の尊重の観点から、自他の命を大切にする日の設定や道徳・特別活動等で計画的に指導していく。
③ 読書活動では、本年度は低学年は95冊、中学年は80冊、高学年は50冊を目標に掲げ取り組んできた。具体的
に「読書運動会」や「読書おみくじ」等で児童の関心が高まるようなイベントを実施した。全校で貸し出し冊数が6
_6000冊 を達成した。更に親子読書の啓発など家庭との連携を図りながら読書活動を活発にしていく。
⑨ 今後もボランティア活動について、高学年のみならず、全校的に活動の輸が広がるように推進する。
⑩ 地域人材や地域の施設等の利用については、学校運営協議会を通して、地域人材や地域の施設等の活用を図り、また
づくり協議会とも連携していく。
① 民生・児童委員の方と学校運営協議会委員の方によるの連絡会・情報交換会をもち、地域との一層の連携を図る。
更に年間を通して、参観日等の学校行事の案内を積極的に行い、ご意見等を教育活動に反映させていくようにする。


